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３ 参 考   

■ぐるなびについて 

1996 年に開設された日本最大級の飲食店情報検索サイト。約 50 万店の飲食店情報を掲載し、外食

の“オフィシャルサイト”として信頼され、4,200 万人のユーザーに利用されている。 

    

■交通系電子マネーについて 

      2013 年 3 月の相互利用開始以降、全国で各交通系電子マネーをご利用いただける加盟店舗は 24

万店舗以上にのぼる（2014 年 2 月末時点）。 

 

■Kitaca の概要 

(1)  発行枚数（2014 年 2 月末時点）      約  60 万枚 

(2)  サービス開始年月              2008 年 10 月 

■TOICA の概要 

(1)  発行枚数（2014 年 2 月末時点）      約  163 万枚 

(2)  サービス開始年月              2006 年 11 月 

■ICOCA の概要 

(1)  発行枚数（2014 年 2 月末時点）      約  900 万枚 

(2)  サービス開始年月              2003 年 11 月 

■SUGOCA の概要 

(1)  発行枚数（2014 年 2 月末時点）      約  114 万枚 

(2)  サービス開始年月              2009 年 3 月 

 

 

※ご利用いただける交通系電子マネー 

「Kitaca」「Suica」「PASMO」「TOICA」「manaca（マナカ）」「ICOCA」「SUGOCA」「nimoca」 

「はやかけん」の 9 種類 

※「Kitaca」は、北海道旅客鉄道株式会社の登録商標です。 

※「Suica」は、東日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。 

※「PASMO」は、株式会社パスモの登録商標です。 

※「TOICA」は、東海旅客鉄道株式会社の登録商標です。 

※「manaca（マナカ）」は、株式会社エムアイシー及び株式会社名古屋交通開発機構の登録商標です。 

※「ICOCA」は、西日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。 

※「SUGOCA」は、九州旅客鉄道株式会社の登録商標です。 

※「nimoca」は、西日本鉄道株式会社の登録商標です。 

※「はやかけん」は、福岡市交通局の登録商標です。 

 



【別紙】

ぐるなび提供端末の比較

■ぐるなびタッチ（旧端末） ■ぐるなびPRO認証システム3.0(現行端末）

++
■交通系電子マネー専用決済端末 ■交通系電子マネー専用決済端末

■交通系電子マネー決済オプション端末

以下の端末により交通系電子マネーも決済できます。

『ぐるなびPRO認証システム3.0』タブレット型端末

ぐるなびPRO認証システム3.0交通系電子マネー決済端末オプションの特徴

・ 「ぐるなび」のタブレット型端末による交通系電子マネー決済がJR東日本に続き

『ぐるなび 認証シ テ 』タ ット型端末

R/W（ICカード読取り端末）

ぐるなび」 タ ッ 型端末 る交通系電子 ネ 決済 東 本 続き

JR北海道、 JR東海、 JR西日本、JR九州の各エリアでも利用可能となりました。

・「ぐるなび」のポイントサービスと交通系電子マネー決済が1セットで可能です。
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